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１．グループ経営ビジョン「変革2027」について

グループ経営ビジョン「変革2027」策定
2018年7月3日発表
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２．経営環境の変化（人口減少）

東京圏 （東京、埼玉、千葉、神奈川）は、

2025年以降、緩やかに人口が減少していく見込み。
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３．「変革2027」の基本方針

転
換

会社発足から30年間 これからの10年間

ヒトが生活するうえでの「豊かさ」

重層的で“リアル”なネットワークと
交流の起点となる駅等を活かし、
外部の技術・知見を組み合わせて

サービスを創発

経営環境の変化を先取りした
新たな価値を社会に提供

起
点鉄道のインフラや技術・知見

鉄道の進化を通じた
サービスのレベルアップ

鉄道の再生・復権

起
点

「鉄道のインフラ等を起点としたサービス提供」から

「ヒト（すべての人）の生活における『豊かさ』
を起点とした社会への新たな価値の提供」へ
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３．「変革2027」の基本方針

鉄道事業はＪＲ東日本グループの「信頼」を支える重要な基盤

今後10年で連結営業収益を伸ばし、生活サービスとIT･Suica
を新たな成長エンジンとし、比率を全体の４割に高める。
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より安全な駅ホーム
・踏切を実現

災害・テロによる

リスクを低減

４. 安全とサービスの向上

「安全」がＪＲ東日本グループの経営のトッププライオリティ
～グループ一体で「究極の安全」に向けた具体的取組みを推進～

駅ホームの安全性 踏切の安全性

ＪＲ東日本グループが
原因の事故を完封

ハード対策ソフト対策

輸送サービス 生活サービス IT･Suicaサービス
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５-１．都市を快適に（JR東日本が目指す姿）



５-１．都市を快適に（JR東日本が目指す姿）
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５-１．都市を快適に（シームレスな移動の実現）
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５-２. 輸送サービスの質的変革

「安全・安定輸送のレベルアップ」をベースとして

「目的地を創る」、「駅を楽しく、魅力的に」、「移動を楽しく、快適・便利に」

お客さまに提供する輸送サービスを質的に変革
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５-３．羽田空港アクセス線構想の推進
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鳥瞰イメージ図

内観イメージ図

５-４．グローバルゲートウェイ品川
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５-４．グローバルゲートウェイ品川
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リニア中央新幹線開業（予定）

国際交流拠点の形成に向けたスケジュール

・東京オリンピック･パラリンピックを見据えた暫定利用と、その後の街びらきを契機として、

国際交流拠点として成長し続ける街を目指す。

まちづくりの
将来像を描き、
先行して基盤整

備

土地区画整理事

業

地区計画

都市計画道路

成長し続ける街

暫定利用

街びらき
（一部開業）

東京オリンピック･
パラリンピック

新駅の暫定開業

現在

《ストリート型まちづくり》※イメージ

《エキマチ一体開発》

《新・国際都市》

日本の魅力発信

新しい街の魅力発
信

※イメージ

国際交流拠点
としての成長

５-４．グローバルゲートウェイ品川
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◆計画概要
（１）浜離宮恩賜庭園への眺望や水辺の潤いなどの自然環境と交通の利便性を活かし、

ラグジュアリーホテル、オフィス、商業施設を展開し、観光・ビジネスの新しい拠点に
（２）劇団四季の劇場とその周辺に屋外広場を設け、人々が集い、交流できる空間を創出
（３）地元・行政・企業等と積極的に連携し、竹芝エリア全体の賑わい創出に寄与

高層棟

劇場棟

ホテル

オフィス

商業

５-５．竹芝ウォーターフロント開発
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６．インバウンド戦略の推進
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ご清聴ありがとうございました。
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